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議事日程 令和５年５月１７日 午前９時開会 

日程第１ 会議録署名議員の指名について 

日程第２ 会期の決定について 

日程第３ 承認第 １号 専決処分事項の承認を求めることについて（木曽岬町税条例

の一部を改正する条例の制定について） 

日程第４ 議案第２４号 令和５年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計補正予算（第１号）

について 

日程第５ 議案第２５号 木曽岬町夢ささえあいのまち福祉基金条例の一部を改正する

条例の制定について 

 日程第６ 発議第 ２号 常任委員の選任について 

 日程第７ 発議第 ３号 議会運営委員の選任について 

本日の会議に付した事件 
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の一部を改正する条例の制定について） 
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について 

日程第５ 議案第２５号 木曽岬町夢ささえあいのまち福祉基金条例の一部を改正する

条例の制定について 

追加日程第１ 議案第２６号 議長の辞職許可 

追加日程第２ 選挙第 １号 議長選挙について 

追加日程第３ 議案第２７号 副議長の辞職許可 

追加日程第４ 選挙第 ２号 副議長選挙について 

日程第６ 発議第 ２号 常任委員の選任について 

日程第７ 発議第 ３号 議会運営委員の選任について 

追加日程第５ 選挙第 ３号 桑名広域清掃事業組合議会議員の選挙について 

追加日程第６ 選挙第 ４号 桑名・員弁広域連合議会議員の選挙について 

追加日程第７ 選挙第 ５号 三重県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙について 

追加日程第８ 同意第 １号 木曽岬町監査委員の選任につき同意を求めることについ
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                            午前 ９時 ０分開会   

○議長（服部芙二夫議員） 皆様、おはようございます。 

 本日は、令和５年第２回木曽岬町議会臨時会が招集されましたところ、議員各位には諸

般何かとご多用のところ、ご出席を賜り厚くお礼申し上げます。また、加藤町長はじめ執

行部の皆様におかれましても、ご出席いただきありがとうございます。議員の皆様方にお

かれましては、本日の臨時会に提出されております議案につきまして、十分なご審議を尽

くしていただきますようお願い申し上げまして、開会の挨拶とします。 

 ただいまの出席議員数は８名です。よって、定足数に達しておりますので、会議は成立

します。 

 それでは、ただいまより令和５年第２回木曽岬町議会臨時会を開会します。 

 それでは、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、既にお手元に配付させていただいたとおりでございます。 

日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（服部芙二夫議員） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 今期臨時会の会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定により、議長より指名しま

す。 

 ３番議席、鎌田鷹介議員、６番議席、伊藤守議員のご両名を指名します。 

日程第２ 会期の決定について 

○議長（服部芙二夫議員） 日程第２、会期の決定についてを議題とします。 

 去る５月１２日、議会運営委員会が開かれ、今臨時会の議会運営などについて、ご審議

をいただいております。ここで、議会運営委員長より、委員会の審議経過報告をお願いし

ます。 
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○８番（三輪一雅議員） 議長、８番。 

○議長（服部芙二夫議員） ８番議席、三輪一雅委員長。 

○８番（三輪一雅議員） 皆様、おはようございます。 

 議会運営委員会のご報告をいたします。 

 去る５月１２日午後１時３０分より委員会を開催し、委員４名全員の出席をいただくと

ともに、地方自治法、議会運営委員会規程等に基づき、議長、副議長の出席を求め、執行

部より町長、副町長及び担当課長の出席のもとに、令和５年第２回木曽岬町議会臨時会に

おける日程及び付議事件等について協議をいたしましたので、その審議経過と結果をご報

告いたします。 

 まず、本臨時会に提案されます議案は、木曽岬町税条例の一部改正による専決処分事項

の承認を求める承認案件１件及び令和５年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計補正予算（第

１号）について議案１件、木曽岬町夢ささえあいのまち福祉基金条例の一部を改正する条

例の制定について議案１件、また、任期満了による常任委員、議会運営委員の人事案件２

件の合わせて５件であります。これらの議案はいずれも重要な案件であることから、本臨

時会で審議する議案として承認することにいたしました。 

 次に、本臨時会の会期日程についての審議では、先ほど申しました審議対象議案の状況

を考慮し、会期は本日５月１７日の１日限りとし、十分な審議を尽くしていただくことで

承認いたしました。 

 次に、議事日程でございますが、議件名を省略させていただきますが、まず、承認第１

号を上程していただき、加藤町長より上程議案に対する提案理由の説明を行っていただき、

その後、担当課長の詳細説明を受け、議案質疑並びに討論を経た後に、議案採決を行って

いただきます。 

 次に、議案第２４号及び議案第２５号を上程していただき、加藤町長より上程議案に対

する提案理由の説明を行い、その後、担当課長の詳細説明を受け、議案質疑並びに討論を

経た後に、議案採決を行っていただきます。 

 その次に、発議第２号及び発議第３号については、任期満了による議会人事の選任でご

ざいますので一括上程していただき、議長より指名をいただくものでございます。 

 以上の審議をもって臨時会の議事案件は終了といたしますが、さきの議員懇談会におい

て申し合わせ任期による正副議長の人事が協議されており、５月１２日の議会運営委員会

においても議会人事における議事日程及び議事運営についての確認がされておりますので、

申し添えさせていただきます。 

 以上、議会運営委員会の審議結果報告といたします。 

 令和５年５月１７日、議会運営委員会委員長、三輪一雅。 

○議長（服部芙二夫議員） ありがとうございます。 

 議会運営委員の皆様、どうもご苦労様でございました。 
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 ここで皆様にお諮りします。 

 ただいま議会運営委員長より、本臨時会の会期は本日１日限りとする旨のご報告がござ

いました。これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（服部芙二夫議員） 異議なしと認めます。よって、本臨時会の会期は、本日１日

限りと決定しました。 

それでは、これより議事に入ります。 

日程第３ 承認第１号 専決処分事項の承認を求めることについて（木曽岬町税条例の一

部を改正する条例の制定について） 

○議長（服部芙二夫議員） 日程第３、承認第１号、専決処分事項の承認を求めることに

ついてを上程し、これを議題といたします。 

 ここで、加藤町長に提案理由の説明を求めます。 

○町長（加藤 隆町長） 議長。 

○議長（服部芙二夫議員） 加藤町長。 

○町長（加藤 隆町長） 改めて、皆さん、おはようございます。 

 今日も、朝から良いお天気になりました。町内を眺めてみますと、田んぼも、或いはま

た、周りの木々も良いお天気に恵まれて青々と緑が映え、まさに、若葉の茂る新緑のさわ

やかな季節を迎えました。しかし、予報によりますと、今日は今年一番の暑さになるよう

でございます。 

そうした中、本日、令和５年第２回の木曽岬町議会臨時会を招集し、開会をいただきま

したところ、議員の皆様方には早朝から全員ご参集をいただきまして、誠にありがとうご

ざいます。 

本日の臨時会に、提出させていただきました議案につきましては、先ほどお話がござい

ましたように、承認案件１件、それから、町の一般会計補正予算、それから、条例改正の

合わせて３議案３件を提出させていただきました。 

ただいま議長さんから上程をいただきました議案から、その提案理由の説明をさせてい

ただきます。 

それでは先ず、ただいま上程を賜りました、承認第１号、専決処分事項の承認を求める

ことについて（木曽岬町税条例の一部を改正する条例の制定について）、その提案理由を

申し上げます。 

令和５年度の税制改正においては、地方税法、同施行令及び同施行規則等の一部改正が、

令和５年３月３１日に公布され、同年の４月１日に施行されることにより、木曽岬町税条

例の一部を改正する条例の制定について、先般、専決処分をいたしましたので、その承認

を求めるものでございます。 

その主な改正内容は、軽自動車税に関して、新型コロナウイルス感染症等の背景とした
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半導体不足等の状況を踏まえまして、現行の税率区分を、令和５年１２月末までに据え置

くための条例改正を行うこと。また、種別割につきましても、税額の軽減を行うグリーン

化特例について、期間を３年延長するとともに、その適用対象を、限定するための改正を

行うものでございます。 

なお、詳細につきましては、担当課長のほうから詳細に説明をさせていただきますので、

十分ご審議を尽くしていただきますようにお願いを申し上げ、提案理由の説明といたしま

す。よろしくお願いいたします。 

○議長（服部芙二夫議員） 加藤町長の提案理由説明が終わりました。 

 続いて、事務当局の詳細説明を求めます。 

○税務課長（中山重徳課長） 議長。 

○議長（服部芙二夫議員） 中山税務課長。 

○税務課長（中山重徳課長） それでは、承認第１号、専決処分事項の承認を求めること

について（木曽岬町税条例の一部を改正する条例の制定について）、の説明をさせていた

だきます。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分したので、同条第３

項の規定により報告し、議会の承認を求めるものでございます。 

下段提案理由でございますが、地方税法等の一部を改正する法律が、令和５年３月３１

日に公布され、同年４月１日から施行されたことに伴い、早急に木曽岬町税条例の一部を

改正する必要が生じ、令和５年３月３１日に専決処分をしたので、地方自治法第１７９条

第３項の規定により報告し、その承認を求めるものでございます。 

条例の説明に当たりましては、新旧対照表を用いてご説明させていただきます。今回の

改正は、法律の改正に合わせて改正するもので、改正部分は、新旧対照表の下線部分で示

しております。それでは新旧対照表をご覧ください。 

木曽岬町税条例第４６条でございます。本件は、給与所得に係る特別徴収税額の納入の

義務等に関するものですが、納入書の様式が追加されたことに合わせ、当該条例を改正す

るものでございます。 

次に、４８条でございますが、本件規定は、納付書の書式が追加されたことに合わせ、

当該条例を改正するものでございます。 

続いて、５０条でございますが、同じく納付書の書式が追加されたことに合わせ、当該

条例を改正するものでございます。 

次に、６１条でございますが、本件規定は、引用する法令を修正するための改正でござ

います。 

次に、９８条でございますが、本件規定は、納付書の様式が追加されたことに合わせ、

当該条例を改正するものでございます。 

続いて、１０１条でございますが、本件規定は、納付書の様式が追加されたこと合わせ
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て当該条例を改正するものでございます。 

次に、木曽岬町税条例付則第８条でございますが、本件規定は、肉用牛生産農家を保護

する観点から、特定の条件において町民税を免除するための適用期限が延長されたことに

合わせ、当該条例を改正するものでございます。 

次に、付則第１０条でございます。本件規定は、先端設備等導入計画の認定後に取得し

た対象資産について、固定資産税の課税標準の特例措置に関する所得期限の延長措置が、

令和５年３月３１日をもって廃止されたことに伴い、改正するものでございます。 

次に、付則第１０条の２でございますが、本件規定は地方税法の改正に伴い当該条例の

項ずれを解消するとともに、一定の要件を満たすマンションにおいて、大規模修繕改修を

行う際の減税措置が新設されたことに合わせて改正するものでございます。 

次に、付則第１０条の３でございますが、前条の改正に伴い、その申告に必要な書類の

添付と記載事項等を定めたものでございます。 

次に、付則第１５条の３でございますが、軽自動車税の環境性能割を臨時的に非課税と

する規定を削るための改正でございます。 

次に、付則第１５条の３でございますが、本件規定は、前条の付則第１５条の３が削ら

れたことにより、繰り上がりをするための改正でございます。 

次、第１５条の７でございますが、環境性能割の臨時的軽減措置に係る規定を削るため

の改正でございます。 

続いて、付則第１６条でございますが、引用する法律の改正により生じた項ずれを反映

させるための改正でございます。 

次に、第１６条の２でございますが、本件規定は、軽自動車税の種別割の賦課徴収の特

例を受けるにあたり、法律の改正により生じた項ずれを反映させるための改正でございま

す。 

次に、第１７条の２でございますが、本件規定は、優良住宅地の譲渡をした場合の長期

譲渡所得金額に対して課される住民税の軽減について、この適用期限を延長するための改

正でございます。 

次に、付則第２５条でございますが、本件規定は、引用する法令が修正されたことに伴

う改正でございます。 

条例の改正は以上でございます。 

また、参考に、今回の条例改正部分を一覧にした補足資料を添付しておりますので、後

刻お目通しください。 

以上で、承認第１号、専決処分事項の承認を求めることについての説明を終わります。 

○議長（服部芙二夫議員） 事務当局の詳細説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 承認第１号について、ご質疑があります方はご発言ください。 
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 ご質疑ございませんか。 

〔暫くして〕 

○議長（服部芙二夫議員） ご質疑もないようですので、質疑を終結したいと思いますが、

これにご異議ございませんか。 

 〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（服部芙二夫議員） 異議なしと認めます。 

よって、質疑を終結します。 

 これより、討論に入ります。 

それでは、まず、原案に反対者の発言を許します。 

次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔暫くして〕 

○議長（服部芙二夫議員） 討論者なしと認め、これにて討論を終結します。 

 これより、上程されております議案の採決に入ります。 

それでは、日程第３、承認第１号、専決処分事項の承認を求めることについて（木曽岬

町税条例の一部改正について）は、原案のとおり承認することに賛成の方は、ご起立を願

います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（服部芙二夫議員） ありがとうございます。起立全員です。したがって、承認第

１号は、原案のとおり承認することに決定しました。 

 それでは、次の議事に入ります。 

日程第４ 議案第２４号 令和５年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計補正予算（第１号）

について 

日程第５ 議案第２５号 木曽岬町夢ささえあいのまち福祉基金条例の一部を改正する条

例の制定について 

○議長（服部芙二夫議員） 日程第４、議案第２４号、令和５年度三重県桑名郡木曽岬町

一般会計補正予算（第１号）についてから、日程第５、議案第２５号、木曽岬町夢ささえ

あいのまち福祉基金条例の一部を改正する条例の制定についてまでを一括上程し、これを

議題とします。 

 ここで加藤町長に、提案理由の説明を求めます。 

○町長（加藤 隆町長） 議長。 

○議長（服部芙二夫議員） 加藤町長。 

○町長（加藤 隆町長） それでは、ただいま上程を賜りました議案第２４号から議案第

２５号までの２議案について、その提案理由を申し上げます。 

まず、議案第２４号、令和５年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計補正予算（第１号）に

ついてでございますが、このたびの補正予算は、既決予算額の総額に歳入歳出それぞれ８，
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０００万円を追加し、予算の総額を３２億４，０００万円とするものでございます。その

補正の主な内容は、民生費では、木曽岬町夢ささえあいのまち福祉基金へ新たな寄付を受

けたことに伴い、積立金を増額するとともに、食費等の物価高騰に直面し、影響を受ける

低所得の子育て世帯に対して、特別給付金を支給するための経費や、令和５年度末まで延

長されることになった新型コロナウイルスワクチン接種事業に係る追加分の経費を計上し、

さらには、こども園の空調機器が故障したことに伴い、これを取りかえるために必要な経

費を計上するものでございます。 

また、教育費では、北部公民館の空調機器の故障に伴い、これを取りかえるために要す

る経費を計上するものでございます。 

以上が歳出予算の主なものでございますが、これに対する歳入といたしましては、寄付

金では、木曽岬町夢ささえあいのまち福祉基金へ新たな指定寄付を受けたことから、民生

費給付金を増額し、国庫支出金では、歳出で説明させていただいた特別給付金事業やワク

チン接種事業の財源となる補助金を計上するものでございます。 

次に、議案第２５号、木曽岬町夢ささえあいのまち福祉基金条例の一部を改正する条例

の制定についてでございますが、木曽岬町夢ささえあいのまち福祉基金へ新たな指定寄付

を受けましたので、これに基づき、本条例の一部を改正しようとするものでございます。 

以上、上程を賜りました２議案の提案理由説明とさせていただきます。 

なお、詳細につきましては、それぞれ担当課長から詳細に説明をさせていただきますの

で、十分なご審議を尽くしていただきますようにお願いを申し上げ、提案理由の説明とい

たします。よろしくお願いいたします。 

○議長（服部芙二夫議員） 加藤町長の提案理由説明が終わりました。 

 続いて、事務当局の詳細説明を求めます。 

○総務政策課長（小島裕紹課長） 議長。 

○議長（服部芙二夫議員） 小島総務政策課長。 

○総務政策課長（小島裕紹課長） それでは、議案第２４号、令和５年度三重県桑名郡木曽

岬町一般会計補正予算（第１号）についてご説明を申し上げます。 

令和５年度三重県桑名郡木曽岬町の一般会計補正予算第１号は、次に定めるところによ

るというものでございます。 

第１条第１項では、既決予算額に歳入歳出それぞれ８，０００万円を追加いたしまして、

予算の総額を、３２億４，０００万円とし、第２項では、補正の款項の区分及び区分ごと

の金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額を、第１表歳入歳出予算補正に定めることを規

定しているものでございます。 

それでは次に、令和５年５月補正予算、予算事業概要書にて説明をさせていただきます。 

このたびの補正予算につきましては、新型コロナウイルスワクチン接種事業や、物価高

騰の影響を受けます低所得の子育て世帯に対する特別給付金にかかる経費、並びに各施設
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の空調設備の更新などの経費についてそれぞれ所要の措置を講じようとするものでござい

ます。 

今回補正をお願いしようとする会計は、一般会計のみとなっておりまして、その補正額

は８，０００万円を追加し、補正後の額を３２億４，０００万円とするものでございます。 

なお、これによりまして、特別会計、水道事業会計を含む全８会計での補正後の予算額

は、５４億９，６６９万円となります。 

今ご覧いただいております資料には、一般会計補正予算の内容について、歳入歳出それ

ぞれの要点を記載させていただいております。 

まず初めに、歳入の予定についてでございます。このたびの補正では、４つの款におい

て、それぞれの所要の補正を行っております。 

国庫支出金では、物価高騰の影響を受けます低所得の子育て世帯に対する特別給付金に

かかる国庫補助金と、新型コロナウイルスワクチン接種事業に係る事業費分の国庫負担金

と、事務費に対する国庫補助金を増額としております。 

続く寄付金では、木曽岬町夢ささえあいのまち福祉基金へ新たな寄付を受けたことによ

りまして、増額をするものでございます。 

また、繰入金では、財政調整基金からの繰入金を、諸収入では予算調整分をそれぞれ増

額をするものでございます。 

以上が歳入の主な内容となります。 

次に、歳出の要点についてでございますが、歳出につきましては、４つの款におきまし

て、それぞれ所要の補正を行っており、本資料では、それらの概要について記載をさせて

いただいております。これらの詳細につきましては、この後、担当課ごとに説明させてい

ただきますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、歳出予算書事業説明において説明をさせていただきます。事業名は予備費、

補正予算額は３５１万円でございます。地方自治法第２１７条１項の定める予備費で、こ

れによりまして、補正予算の歳入歳出の均衡を図ろうとするものでございます。 

総務政策課所管分は以上でございます。 

○福祉健康課長（黒田和弘課長） 続きまして、福祉健康課所管部分でございます。 

事業名、社会福祉総務費では、補正予算額１，６００万円でございます。𥽜和江、花井

為数、両氏より寄付を受けましたので、木曽岬町夢ささえあいのまち福祉基金への積立金

として追加補正するものでございます。 

次に、事業名、児童手当及び子ども手当事業では、補正予算額３８８万円でございます。

国の令和５年３月予備費分といたしまして、昨年度に引き続き、低所得の子育て世帯に対

する子育て世帯生活支援特別給付金事業を実施することとなり、国の方針により、できる

限り５月中に支給を完了する必要があるため、このたび追加補正をさせていただくもので

ございます。なお、支給対象は、低所得の子育て世帯で、１人当たり５万円、５５人分を



 - 10 - 

見込んでおります。 

次に、事業名、維持管理費では、補正予算額２０３万３，０００円でございます。こど

も園に設置してあります空調設備が故障し、経年により修理ができないことから、このた

び、この更新費用について追加補正をさせていただくものでございます。 

次に、事業名、新型コロナウイルスワクチン事業費では、補正予算額５，３６３万６，

０００円でございます。本年３月３１日をもって終了する予定でございました新型コロナ

ウイルスワクチン接種につきまして、国で１年間の延長が示され、５月から春夏接種、９

月から秋接種を実施することになったことから、その費用についてこのたび追加補正をす

るものでございます。 

福祉健康課所管部分につきましては、以上でございます。 

○教育課長（村上強課長） 次に、教育課所管部分でございます。 

事業名、公民館経費では、補正予算額９４万１，０００円でございます。北部公民館２

階会議室のエアコンが故障し、経年により修理ができないことから、このたび、この更新

費用について追加補正させていただくものでございます。 

教育課所管部分につきましては、以上でございます。 

以上が議案第２４号、令和５年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計補正予算（第１号）の

所管部分についてのご説明でございます。よろしくお願いいたします。 

○総務政策課長（小島裕紹課長） 続きまして、議案第２５号、木曽岬町夢ささえあいのま

ち福祉基金条例の一部を改正する条例の制定についてでございます。 

木曽岬町夢ささえあいのまち福祉基金条例の一部を改正する条例を、次の通り定めるも

のとするというものでございます。 

下段、提案理由でございます。地域福祉の推進、並びに、思いやり溢れる健康長寿のま

ちの形成に寄与することを目的に設置されました同基金へ、新たな寄付を受けたためこれ

に基づく木曽岬町夢ささえあいのまち福祉基金条例の一部を改正する。本条例の一部を改

正するにつきましては、地方自治法第９６条第１項第１号により、議会の議決を得る必要

がある。これがこの議案を提出する理由でございます。 

改正内容につきましては、新旧対照表で説明をさせていただきます。 

同基金に対しまして𥽜和江様より、１，５００万円の指定寄付を、また、花井為数様よ

り１００万円の指定寄付を受けましたので、第２条第２項の基金の額を８，５９０万円と

し、またこれに合わせまして、別表の𥽜和江氏の項中の金額を３，０００万円に改めると

ともに、同じく別表に花井為数氏の項を加えるものでございます。 

ページ戻りまして条例本文の附則でございますが、この条例は公布の日から施行すると

いうものでございます。 

以上、木曽岬町夢ささえあいの町福祉基金条例の一部を改正する条例の制定についての

説明でございます。よろしくお願いいたします。 
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○議長（服部芙二夫議員） 事務当局の詳細説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 まず、議案第２４号について、ご質疑があります方は、ご発言ください。 

〔暫くして〕 

○議長（服部芙二夫議員） 

 ご質疑がないようですので、質疑を終結したいと思いますが、これにご異議ございませ

んか。 

 〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（服部芙二夫議員） 

異議なしと認めます。 

次に、議案第２５号について、ご質疑があります方は、ご発言ください。 

〔暫くして〕 

○議長（服部芙二夫議員） 

 ご質疑がないようですので、質疑を終結したいと思いますが、これにご異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（服部芙二夫議員） 

異議なしと認めます。 

よって、質疑を終結します。 

 これより、討論に入ります。 

それでは、まず、原案に反対者の発言を許します。 

次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔暫くして〕 

○議長（服部芙二夫議員） 

討論者なしと認め、これにて討論を終結します。 

 これより、上程されております議案の採決に入ります。 

それでは、日程第４、議案第２４号、令和５年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計補正予

算（第１号）についてを、原案のとおり可決することに賛成の方は、ご起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（服部芙二夫議員） ありがとうございます。起立全員です。したがって、議案第

２４号は、原案のとおり可決することに決定しました。 

 続きまして、日程第５、議案第２５号、木曽岬町夢ささえあいのまち福祉基金条例の一

部を改正する条例の制定についてを、原案のとおり可決することに賛成の方は、ご起立願

います。 

〔賛成者起立〕 
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○議長（服部芙二夫議員） ありがとうございます。起立全員です。したがって、議案第

２５号は、原案のとおり可決することに決定しました。 

ここで暫時休憩といたします。休憩時間は１５分で再開は、９時４５分開会といたしま

す。 

 議員の皆さん、休憩中にご相談願いたいことがございますので、控室にお集まりくださ

い。 

                             午前 ９時３１分休憩 

                             午前 ９時４５分再開 

○副議長（加藤眞人議員） 休憩を解き、本会議に戻します。 

 ただいま休憩中に議長、服部芙二夫議員から私に、議長の辞職願が提出されました。よ

って、私が議長を務めさせていただきますので、皆様方のご協力のほど、よろしくお願い

いたします。 

 お諮りします。 

 議長の辞職許可についてを日程に追加し、追加日程第１とし直ちに議題としたいと思い

ます。ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○副議長（加藤眞人議員） 異議なしと認めます。したがって、議長の辞職許可について

を日程に追加し、追加日程第１として直ちに議題とすることに決定しました。 

追加日程第１ 議案第２６号 議長の辞職許可について 

○副議長（加藤眞人議員） それでは、追加日程第１、議案第２６号、議長の辞職許可に

ついてを議題とします。 

 地方自治法第１１７条の規定によって、服部芙二夫議員の退場を求めます。 

〔服部芙二夫議員退場〕 

○副議長（加藤眞人議員） 事務局に辞職願を朗読いたさせます。 

○議会事務局長（藤井光利事務局長） 議長。 

○副議長（加藤眞人議員） 事務局長。 

○議会事務局長（藤井光利事務局長） それでは、辞職願を朗読させていただきます。 

 辞職願、このたび申し合わせ任期により議長を辞職したいので許可されるよう願い出ま

す。令和５年５月１７日、木曽岬町議会、議長、服部芙二夫。 

 以上でございます。 

○副議長（加藤眞人議員） お諮りします。 

 服部芙二夫議員の議長の辞職を許可することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○副議長（加藤眞人議員） 異議なしと認めます。したがって、服部芙二夫議員の議長辞

職を許可することに決定しました。 
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 服部芙二夫議員の入場をお願いいたします。 

〔服部芙二夫議員入場〕 

○副議長（加藤眞人議員） 服部芙二夫議員にお伝えします。 

 議長の辞職が許可されましたので、お伝えします。ご挨拶がございましたら、登壇の上、

お願いします。 

○７番（服部芙二夫議員） ただいま、議長の辞職を許可していただきました。 

前議長の伊藤律夫さんの後１年と今期２年、全部で３年務めさせていただきましたが、

皆さんの議事運営に協力をいただきまして、無事議長の職を辞することができます。どう

もありがとうございました。 

○副議長（加藤眞人議員） 服部芙二夫議長さんには、当町の町政進展に、また、町議会

の資質向上と健全な運営に大変なご尽力を賜りましたこと、ここに厚くお礼申し上げます。

まことにご苦労さまでございました。 

 ただいま議長が欠けましたので、お諮りします。 

 議長選挙についてを日程に追加し、追加日程第２とし、直ちに選挙を行いたいと思いま

すが、これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○副議長（加藤眞人議員） 異議なしと認めます。したがって、議長選挙についてを日程

に追加し、追加日程第２とし直ちに選挙を行うことに決定しました。 

追加日程第２ 選挙第１号 議長選挙について 

○副議長（加藤眞人議員） 選挙の方法は、投票による選挙といたしたいと思いますが、

これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○副議長（加藤眞人議員） 異議なしと認めます。よって、投票による議長選挙を行いま

す。 

 事務局に議場の出入口の閉鎖を命じます。 

〔議場閉鎖〕 

○副議長（加藤眞人議員） ただいまの出席議員数は８名です。 

 次に、立会人の指名をします。 

 会議規則第３２条第２項の規定により、議長において指名することとなっておりますの

で、立会人に１番議席、後藤紀子議員、２番議席、古村護議員のご両名を指名します。よ

ろしくお願いします。 

 それでは、事務局より投票用紙を配付させていただきます。 

 念のため申し上げますが、投票は単記無記名でございます。投票用紙に被選挙人１名の

氏名を記入願います。 

〔職員投票用紙配付〕 
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○副議長（加藤眞人議員） 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

 〔「なし」の声あり〕 

○副議長（加藤眞人議員） 配付漏れなしと認めます。 

 投票箱を点検します。 

〔職員投票箱点検〕 

○副議長（加藤眞人議員） 投票箱異状なしと認めます。 

 ただいまから投票を行います。事務局長が議席番号と氏名を読み上げますので、順番に

投票願います。 

〔各議員投票〕 

○副議長（加藤眞人議員） 投票漏れはありませんか。 

 〔「なし」の声あり〕 

○副議長（加藤眞人議員） 投票漏れなしと認めます。以上で、投票を終わります。 

 これより開票を行います。 

 １番議席、後藤紀子議員、２番議席、古村護議員の開票の立ち会いをお願いいたします。 

〔投票点検〕 

○副議長（加藤眞人議員） 選挙の結果を報告します。 

     投票総数 ８票 

     有効投票 ８票 

 有効投票のうち、 

     三輪一雅議員 ８票 

 以上のとおりでございます。 

 この選挙の法定得票数は２票です。したがいまして、三輪一雅議員が議長に当選されま

した。 

 議場の出入口を開場してください。 

〔議場開鎖〕 

○副議長（加藤眞人議員） 会議規則第３３条２項の規定によって、三輪一雅議員が議長

と決まりましたので、新議長と交代させて頂きます。ご協力ありがとうございました。 

○議長（三輪一雅議員） ただいま、皆様のご推挙により、新議長となることができまし

た。ありがとうございました。 

さて、未知の病でありました新型コロナウイルス、これから開放がようやくされようと

しています。そんな中で、町の活気もかなり戻ってきたような気がしています。一方で、

町を取り巻く様々な課題、人口減少問題始め、少子高齢化、防災危機管理、ＤＸの推進な

どですね。これらの環境は、厳しいものがあると思います。他の自治体以上に厳しいもの

があると思います。 

そんな中で、議員各位はもとより、町執行部の皆様方と一生懸命この議会運営に努めて
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参りますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは、引き続き議事を進行いたします。 

改めて議事の進行にご協力をお願いいたします。 

ここで暫時休憩といたします。再開は１０時１５分といたします。 

議員の皆様方にはご相談がございますので、議員控え室のほうにお願いいたします。 

                            午前１０時 ５分休憩 

                            午前１０時１５分再開 

○議長（三輪一雅議員） 休憩を解き、本会議に戻します。 

 ただ今、休憩中に副議長、加藤眞人議員から、私に、副議長の辞職願が提出されました。 

お諮りいたします。 

副議長の辞職許可についてを日程に追加し、追加日程第３として、直ちに議題にしたい

と思います。これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（三輪一雅議員） ご異議なしと認めます。したがって、副議長の辞職許可につい

てを日程に追加し、追加日程第３として、直ちに議題とすることに決定しました。 

追加日程第３ 議案第２７号 副議長の辞職許可について 

○議長（三輪一雅議員） それでは、追加日程第３、議案第２７号、副議長の辞職許可に

ついてを議題とします。 

地方自治法第１１７条の規定によって、加藤眞人議員の退場を求めます。 

〔加藤眞人議員退場〕 

○議長（三輪一雅議員） 事務局に辞職願を朗読いたさせます。 

○議会事務局長（藤井光利事務局長） 議長。 

○議長（三輪一雅議員） 事務局長。 

○議会事務局長（藤井光利事務局長） それでは、朗読させていただきます。 

 辞職願、このたび申し合わせ任期により副議長を辞職したいので許可されるよう願い出

ます。令和５年５月１７日、木曽岬町議会、副議長、加藤眞人。 

 以上でございます。 

○議長（三輪一雅議員） お諮りします。 

 加藤眞人議員の副議長の辞職を許可することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（三輪一雅議員） 異議なしと認めます。したがって、加藤眞人議員の副議長の辞

職を許可することに決定しました。 

 加藤眞人夫議員の入場をお願いいたします。 

〔加藤眞人議員入場〕 

○議長（三輪一雅議員） 加藤眞人議員にお伝えします。 
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 副議長の辞職が許可されましたので、お伝えします。ご挨拶がございましたら、登壇の

上、お願いいたします。 

○５番（加藤眞人議員） ２年間にわたり、副議長を務めさせていただきました。議長の

足手まといになりましたかと思いましたけれども、２年間、何とか無事に職務を遂行でき

たと思っております。本当に長い間ありがとうございました。 

○議長（三輪一雅議員） 加藤眞人副議長さんには、当町の町政進展に、また、議会運営

にご尽力を賜りましたこと、ここに厚くお礼申し上げます。まことにご苦労様でございま

した。 

 ただいま副議長が欠けました。お諮りします。 

 副議長選挙についてを日程に追加し、追加日程第４として直ちに選挙を行いたいと思い

ます。これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（三輪一雅議員） 異議なしと認めます。したがって、副議長選挙についてを日程

に追加し、追加日程第４として直ちに選挙を行うことに決定しました。 

追加日程第４ 選挙第２号 副議長選挙について 

○議長（三輪一雅議員） 追加日程第４、選挙第２号、副議長選挙を行います。 

選挙の方法は、投票による選挙といたしたいと思いますが、これにご異議ございません

か。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（三輪一雅議員） 異議なしと認めます。よって、投票による副議長選挙を行いま

すので、事務局に議場の出入口の閉鎖を命じます。 

〔議場閉鎖〕 

○議長（三輪一雅議員） ただいまの出席議員数は８名です。 

 次に、立会人を指名します。 

 会議規則第３２条第２項の規定により、議長において指名することになっておりますの

で、立会人に１番議席、後藤紀子議員、２番議席、古村護議員のご両名を指名します。よ

ろしくお願いいたします。 

 それでは、事務局より投票用紙の配付をさせていただきます。 

 念のため申し上げますが、投票は単記無記名でお願いいたします。投票用紙に被選挙人

１名の氏名を記入願います。 

〔職員投票用紙配付〕 

○議長（三輪一雅議員） 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

 〔「なし」の声あり〕 

○議長（三輪一雅議員） 配付漏れなしと認めます。 

 投票箱を点検いたします。 
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〔職員投票箱点検〕 

○議長（三輪一雅議員） 投票箱異状なしと認めます。 

 ただいまから投票を行います。事務局長が議席番号と氏名を読み上げますので、順番に

投票願います。 

〔各議員投票〕 

○議長（三輪一雅議員） 投票漏れはございませんか。 

 〔「なし」の声あり〕 

○議長（三輪一雅議員） 投票漏れなしと認めます。以上で、投票を終わります。 

 これより開票を行います。 

 １番議席、後藤紀子議員、２番議席、古村護議員の開票の立ち会いをお願いいたします。 

〔投票点検〕 

○議長（三輪一雅議員） 選挙の結果を報告いたします。 

     投票総数 ８票 

     有効投票 ８票 

 有効投票のうち、 

     伊藤好博議員 ８票 

 以上のとおりでございます。 

 この選挙の法定得票数は２票です。したがいまして、伊藤好博議員が副議長に当選され

ました。 

 議場の出入口を開きます。 

〔議場開鎖〕 

○議長（三輪一雅議員） 会議規則第３３条第２項の規定によって、当選の告知をします。

おめでとうございます。副議長に当選されました伊藤好博議員より、就任のご挨拶を登壇

の上、お願いいたします。 

○副議長（伊藤好博議員） どうもありがとうございました。皆さんの推挙により、全員

で指名いただきました。これから議会のため、木曽岬町のために、誠心誠意、全力で頑張

らせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

どうぞよろしくお願いします。 

○議長（三輪一雅議員） ここで暫時休憩といたします。再開は１０時４５分からといた

します。 

 この休憩中にご相談願いたいことがございますので、各議員は議員控え室にお集まり願

います。 

                            午前１０時２８分休憩   

                            午前１０時４５分再開   

○議長（三輪一雅議員） 休憩を解き、本会議に戻します。 
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日程第６ 発議第２号 常任委員の選任について 

日程第７ 発議第３号 議会運営委員の選任について 

○議長（三輪一雅議員） 次に、日程第６、発議第２号、常任委員の選任について及び日

程第７、発議第３号、議会運営委員の選任についてを一括上程します。 

 お諮りします。 

 常任委員の選任について及び議会運営委員の選任については、委員会条例第７条第１項

の規定によって議長が会議に諮って指名することになっております。よって、先ほどご協

議願いました委員会構成をもってお手元にお配りしました名簿のとおり指名したいと思い

ますが、これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（三輪一雅議員） 異議なしと認めます。 

 それでは、委員の氏名を議会事務局長に朗読いたさせます。 

○議会事務局長（藤井光利事務局長） 議長。 

○議長（三輪一雅議員） 事務局長。 

○議会事務局長（藤井光利事務局長） それではお手元の発議第２号の常任委員の選任に

ついてを読まさせていただきます。 

 まず、総務建設常任委員会委員、後藤紀子議員、古村護議員、鎌田鷹介議員、伊藤守議

員、服部芙二夫議員、三輪一雅議員。 

 続きまして、教育民生常任委員会委員、後藤紀子議員、古村護議員、鎌田鷹介議員、加

藤眞人議員、伊藤守議員、伊藤好博議員。 

 続きまして、議会広報常任委員会委員、加藤眞人議員、服部芙二夫議員、三輪一雅議員、

伊藤好博議員。 

 続きまして、発議第３号、議会運営委員会委員の選任についてということで読まさせて

いただきます。 

 委員、古村護議員、加藤眞人議員、伊藤守議員、服部芙二夫議員。 

 以上でございます。 

○議長（三輪一雅議員） ただいま事務局が朗読しましたとおり、常任委員及び議会運営

委員を選任することに決定いたしました。 

 先ほど休憩中に服部芙二夫議員から、桑名広域清掃事業組合議会議員の辞職届及び三重

県後期高齢者医療広域連合議会議員の辞職届が提出されました。また、加藤眞人議員から、

桑名・員弁広域連合議会議員の辞職届が提出されましたので、それぞれの議会議長にて許

可がされます。 

 ここでお諮りいたします。 

 桑名広域清掃事業組合議会議員の選挙についてを日程に追加し、追加日程第５として直

ちに議題にしたいと思います。これにご異議ございませんか。 
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〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（三輪一雅議員） 異議なしと認めます。したがって、桑名広域清掃事業組合議会

議員の選挙についてを日程に追加し、追加日程第５として直ちに議題とすることに決定し

ました。 

追加日程第５ 選挙第３号 桑名広域清掃事業組合議会議員の選挙について 

○議長（三輪一雅議員） 事務局長より議案内容について朗読いたさせます。 

○議会事務局長（藤井光利事務局長） 議長。 

○議長（三輪一雅議員） 事務局長。 

○議会事務局長（藤井光利事務局長） それでは、お手元の選挙第３号、桑名広域清掃事

業組合議会議員の選挙についてを朗読させていただきます。 

 桑名広域清掃事業組合規約第６条の規定により、当組合議会の議員１名の選挙を求める

ものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（三輪一雅議員） それでは、追加日程第５、選挙第３号、桑名広域清掃事業組合

議会議員の選挙を行います。 

 選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定によって、指名推選したい

と思いますが、これに、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（三輪一雅議員） 異議なしと認めます。よって、選挙の方法は指名推選で行うこ

とに決定しました。 

 どなたか指名推選をお願いいたします。 

○５番（加藤眞人議員） 議長、５番。 

○議長（三輪一雅議員） ５番議席、加藤眞人議員。 

○５番（加藤眞人議員） 慣例を踏まえ、議長である三輪一雅議員を指名したいと思いま

す。 

○議長（三輪一雅議員） ただいま議長職にある、私、三輪一雅を指名推選するご発言が

ございました。私を、桑名広域清掃事業組合議会議員の当選人と定めることにご異議ござ

いませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（三輪一雅議員） 異議なしと認めます。よって、私、三輪一雅が桑名広域清掃事

業組合議会議員に当選いたしました。 

 会議規則第３３条第２項の規定の告知は省略いたします。 

 ただいまの指名推選で皆様方のご推挙によりまして、私が桑名広域清掃事業組合議会議

員に当選させていただきました。広域清掃事業組合の諸事業推進に努力してまいりたいと

存じますので、皆様の一層のご支援、ご協力をお願い申し上げまして、就任のご挨拶とさ
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せていただきます。 

○議会事務局長（藤井光利事務局長） 議長。 

○議長（三輪一雅議員） 議会事務局長。 

○議会事務局長（藤井光利事務局長） それでは改めて、当選人の氏名等を発表させてい

ただきます。 

 住所、三重県桑名郡木曽岬町大字源緑輪中３０１番地、氏名、三輪一雅、生年月日、昭

和４０年９月１３日生まれでございます。 

 以上でございます。 

○議長（三輪一雅議員） お諮りいたします。 

 続いて、桑名・員弁広域連合議会議員の選挙についてを日程に追加し、追加日程第６と

して直ちに議題にしたいと思います。ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（三輪一雅議員） 異議なしと認めます。したがって、桑名・員弁広域連合議会議

員の選挙についてを日程に追加し、追加日程第６として直ちに議題とすることに決定しま

した。 

追加日程第６ 選挙第４号 桑名・員弁広域連合議会議員の選挙について 

○議長（三輪一雅議員） 事務局長より議案内容について朗読いたさせます。 

○議会事務局長（藤井光利事務局長） 議長。 

○議長（三輪一雅議員） 議会事務局長。 

○議会事務局長（藤井光利事務局長） それでは、選挙第４号、桑名・員弁広域連合議会

議員の選挙についてを朗読させていただきます。 

 桑名・員弁広域連合規約第８条の規定により、当連合議会の議員１名の選挙を求めるも

のでございます。 

 以上でございます。 

○議長（三輪一雅議員） それでは、追加日程第６、選挙第４号、桑名・員弁広域連合議

会議員の選挙を行います。 

 選挙の方法については、さきの事項と同様に、地方自治法第１１８条第２項の規定によ

って指名推選にしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（三輪一雅議員） 異議なしと認めます。よって、選挙の方法は指名推選で行うこ

とに決定しました。 

 どなたか指名推選をお願いいたします。 

○７番（服部芙二夫議員） 議長、７番。 

○議長（三輪一雅議員） ７番議席、服部芙二夫議員。 

○７番（服部芙二夫議員） 先の議案と同様に副議長に就任していただいているので、副
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議長である伊藤好博議員を指名推選します。 

○議長（三輪一雅議員） ただいま副議長の伊藤好博議員を指名推選するとのご発言がご

ざいました。伊藤好博議員を桑名・員弁広域連合議会議員の当選人と定めることにご異議

ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（三輪一雅議員） 異議なしと認めます。したがって、伊藤好博議員が桑名・員弁

広域連合議会議員に当選いたしました。 

 会議規則第３３条第２項の規定により、当選人の告知をいたします。 

 伊藤好博議員、当選のご挨拶をお願いいたします。 

○副議長（伊藤好博議員） ありがとうございます。この場で失礼します。役職を十分果

たせるようにしたいと思います。よろしくお願いします。 

○議会事務局長（藤井光利事務局長） 議長。 

○議長（三輪一雅議員） 事務局長。 

○議会事務局長（藤井光利事務局長） それでは改めまして、当選人の氏名等を発表させ

ていただきます。 

 住所、三重県桑名郡木曽岬町大字見入３１２番地、氏名、伊藤好博、生年月日、昭和２

４年６月１７日生まれでございます。 

 以上でございます。 

○議長（三輪一雅議員） お諮りいたします。 

 続いて、三重県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙についてを日程に追加し、追加

日程第７として直ちに議題としたいと思います。ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（三輪一雅議員） 異議なしと認めます。したがって、三重県後期高齢者医療広域

連合議会議員の選挙についてを日程に追加し、追加日程第７として直ちに議題とすること

に決定しました。 

追加日程第７ 選挙第５号 三重県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙について 

○議長（三輪一雅議員） 事務局長より議案内容について朗読いたさせます。 

○議会事務局長（藤井光利事務局長） 議長。 

○議長（三輪一雅議員） 事務局長。 

○議会事務局長（藤井光利事務局長） それでは、選挙第５号、三重県後期高齢者医療広

域連合議会議員の選挙についてを朗読させていただきます。 

 地方自治法第２９１条の５第１項及び三重県後期高齢者医療広域連合規約第８条の規定

により、連合議会の議員１名の選挙を求めるものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（三輪一雅議員） それでは、追加日程第７、選挙第５号、三重県後期高齢者医療
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広域連合議会議員の選挙を行います。 

 選挙の方法についてはさきの事項と同様に、地方自治法第１１８条第２項の規定によっ

て指名推選にしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（三輪一雅議員） 異議なしと認めます。よって、選挙の方法は指名推選で行うこ

とに決定いたしました。 

 どなたか指名推選をお願いいたします。 

○５番（加藤眞人議員） 議長、５番。 

○議長（三輪一雅議員） ５番議席、加藤眞人議員。 

○５番（加藤眞人議員） さきの議案と同様に、慣例に踏まえまして議長である三輪一雅

議員を指名推選したいと思います。 

○議長（三輪一雅議員） ただいま議長職にある、私、三輪一雅を指名推選するご発言が

ございました。私を三重県後期高齢者医療広域連合議会議員の当選人と定めることにご異

議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（三輪一雅議員） 異議なしと認めます。よって、私、三輪一雅が三重県後期高齢

者医療広域連合議会議員に当選をいたしました。 

 会議規則第３３条第２項の規定の告知は省略いたします。 

 ただいまの指名推選で皆様方のご推挙によりまして、私が、三重県後期高齢者医療広域

連合議会議員に当選させていただきました。後期高齢者医療広域連合の諸事業推進に努力

してまいりたいと存じますので、皆様方の一層のご支援、ご協力をお願い申し上げまして、

就任のご挨拶とさせていただきます。 

○議会事務局長（藤井光利事務局長） 議長。 

○議長（三輪一雅議員） 事務局長。 

○議会事務局長（藤井光利事務局長） それでは改めまして、当選人の氏名等を発表させ

ていただきます。 

 住所、三重県桑名郡木曽岬町大字源緑輪中３０１番地、氏名、三輪一雅、生年月日、昭

和４０年９月１３日生まれでございます。 

 以上でございます。 

○議長（三輪一雅議員） ここで暫時休憩といたします。再開時間におきましては、まだ

ちょっと不明点ございますので、追って連絡をいたします。 

休憩中にご相談願いたいことがございますので、議員控え室にお集まり願います。 

                            午前１０時５６分休憩   

                            午前１１時４７分再開   

○議長（三輪一雅議員） 休憩を解き、本会議に戻します。 
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 私が議長に就任しましたので、町長に監査委員の退職願を提出しまして受理されました

ので、ご報告いたします。 

 ここでお諮りします。 

 木曽岬町監査委員の選任につき同意を求めることについてを日程に追加し、追加日程第

８として直ちに議題にしたいと思います。これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（三輪一雅議員） 異議なしと認めます。したがって、木曽岬町監査委員の選任に

つき同意を求めることについてを日程に追加し、直ちに議題とすることに決定しました。 

追加日程第８ 同意第１号 木曽岬町監査委員の選任につき同意を求めることについて 

○議長（三輪一雅議員） 追加日程８、同意第１号、木曽岬町監査委員の選任につき同意

を求めることについてを上程します。 

 ここで、地方自治法第１１７条の規定によって、服部芙二夫議員の退場を求めます。 

〔服部芙二夫議員退場〕 

○議長（三輪一雅議員） それでは、加藤町長に提案理由の説明を求めます。 

○町長（加藤 隆町長） 議長。 

○議長（三輪一雅議員） 加藤町長。 

○町長（加藤 隆町長） それでは、ただいま上程をいただきました、同意第１号、木曽

岬町監査委員の選任につき同意を求めることについて、その提案理由を申し上げます。 

 このたび、議会議員より選任させていただいておりました木曽岬町監査委員、三輪一雅

氏は、本日令和５年５月１７日に議長の職に就かれましたことから、監査員の職を辞され

ました。よって、地方自治法第１９６条の定めによって、新たに監査委員を選任する必要

がございます。そのようなことから、服部芙二夫氏を監査委員に選任しようとするもので

ございます。 

 同氏は、人格、識見ともに高潔であることから、監査委員として適任であると存じます。

何卒よろしくご同意を賜りますようにお願いを申し上げ、提案理由の説明といたします。

よろしくお願いいたします。 

○議長（三輪一雅議員） 加藤町長の提案理由説明が終わりました。 

 続いて、事務当局に詳細説明を求めます。 

○議会事務局長（藤井光利事務局長） 議長。 

○議長（三輪一雅議員） 議会事務局長。 

○議会事務局長（藤井光利事務局長） それでは、同意第１号について朗読をさせていた

だきます。 

 木曽岬町監査委員の選任につき同意を求めることについてということで、次の者を木曽

岬町監査委員に選任したいことから、地方自治法第１９６条第１項の規定により、議会の

同意を求めるものでございます。 
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住所、三重県桑名郡木曽岬町大字小和泉７５番地、氏名、服部芙二夫、生年月日、昭和

３０年２月１６日生まれ。 

提案理由といたしましては、木曽岬町監査委員、三輪一雅氏は、令和５年５月１７日で

議長に就き、新たに監査委員を選任しようとするということで、先ほど提案があったとお

りでございます。 

新たな委員につきましては、今申し上げたとおりでございます。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（三輪一雅議員） 事務当局の詳細説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 ご質疑がございましたら、ご発言ください。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（三輪一雅議員） 特にご質疑もないようですので、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入るわけですが、ここでお諮りします。 

 この議案につきましては人事案件でございますので、討論を省略して直ちに採決に入り

たいと思いますが、これに、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（三輪一雅議員） 異議なしと認めます。よって、追加日程８、同意第１号、木曽

岬町監査委員の選任につき同意を求めることについてを採決いたします。 

 本件は、原案のとおり同意することに賛成の方はご起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（三輪一雅議員） ありがとうございます。起立全員です。よって、追加日程第８、

同意第１号、木曽岬町監査委員の選任につき同意を求めることについては、原案のとおり

同意することに決定いたしました。 

 服部芙二夫議員の入場をお願いいたします。 

〔服部芙二夫議員入場〕 

○議長（三輪一雅議員） 服部芙二夫議員にお伝えします。 

 木曽岬町監査委員の選任につき同意を求めることについては、同意することに決定いた

しました。ご挨拶がありましたら、登壇の上、お願いいたします。 

○７番（服部芙二夫議員） 先ほど監査委員、皆さんの同意をいただきましてありがとう

ございました。木曽岬町の監査に向かって、監査委員としての自覚を持って頑張っていき

たいと思いますのでよろしくお願いします。ありがとうございました 

○議長（三輪一雅議員） ありがとうございました。 

 毎月の例月検査、決算審査等、監査業務をよろしくお願いいたします。 

 ここでご報告申し上げます。 

 先ほど休憩中に総務建設常任委員会、教育民生常任委員会及び議会広報常任委員会並び
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に議会運営委員会が開催されまして、正副委員長の互選が行われました。その結果の報告

を受けておりますので、議会事務局長からご報告いたさせます。 

○議会事務局長（藤井光利事務局長） 議長。 

○議長（三輪一雅議員） 議会事務局長。 

○議会事務局長（藤井光利事務局長） それでは、総務建設常任委員会のほうから報告を

させていただきます。鎌田鷹介委員長、副委員長につきましては、伊藤守副委員長でござ

います。 

教育民生常任委員会につきましては、加藤眞人委員長、副委員長につきましては、古村

護副委員長でございます。 

議会広報常任委員会につきましては、服部芙二夫委員長、副委員長につきましては、伊

藤好博副委員長でございます。 

続きまして、議会運営委員会です。議会運営委員会につきましては、服部芙二夫委員長、

副委員長につきましては、伊藤守副委員長でございます。 

 以上でございます。 

○議長（三輪一雅議員） 互選結果につきましては、ただいま事務局が報告いたしました

とおりであります。それぞれの委員会の正副委員長さん方、よろしくお願い申し上げます。 

 以上をもちまして、本日の議事日程は全て終了しました。 

 これにて令和５年第２回木曽岬町議会臨時会を閉会といたします。 

                            午前１１時５６分閉会 

○議長（三輪一雅議員） 議員の皆様方、加藤町長をはじめとする執行部の皆様方、長時

間にわたり大変ご苦労さまでございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


